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例会報告  Vol.５０ No.２２（No.2343） １２月１９日（水）晴れ (司会 鈴木勝久副委員長） 

本例会での主な事項 

☆会長挨拶        ☆前期事業報告  各委員会 

             

誕 生 祝 

≪ご夫人≫五木田（利）会員 斎藤会員 

 

諸 報 告 

国際奉仕委員会  登坂 寛委員長 

日時 １２月２日 日曜日  場所 つくば市 ホテルグランド東雲 

午前の部   

次年度財団委員長の山崎様より財団研究会の報告がありました。 

その後、国際奉仕委員会の各委員会より報告がありました。 

瀬戸世界社会奉仕委員長より この指とまれプロジェクトの賛助クラブの報告と支援金の贈呈、及び各ク

ラブからの事業の進捗状況等の報告がありました。 

石川青少年交換委員長より長期派遣学生の紹介、合格証の授与、学生からの抱負等の発表、短期派遣

学生の紹介がありました。 

中村国際交流共同委員長より、フィリピン歯科医療の報告、対洪水見舞いの報告等がありました。 

午後の部 

ロータリー財団委員会より各委員会報告がありました。 

みらいの夢計画の地区補助金についての説明と、財団補助金管理セミナーがありました。 

このセミナーは、補助金を受けるためには必修のセミナーということです。来年３月にもう一回セミナーが

開催されるようなので、財団委員間の方は是非とも参加してください。 

以上 

 

幹 事 報 告  石塚克己幹事 

週報受理クラブ なし 

例会変更通知 なし 

後期の会費納入、よろしくお願い致します 

回覧 ○米山寄付の感謝状 ○新年会・歓迎会の出欠表 ○交換学生スケジュール表 

 

理事役員会承認事項 

① 次年度地区委員の推薦について 

瀬戸隆海会員  染谷正美会員 

② 新年会・ツウンバ交換学生歓迎会について 

１月１６日（水）午後６時～  幸寿司 昼の例会はありません。 

③ ツウンバ交換学生受け入れ日程について 

日程については国際奉仕委員長より説明があり承認を得ました。あらためて報告をいただくことにな

ります。会員皆様のご協力をお願いする次第です。 

ホストファミリー 登坂会員宅 北村英明会員宅 五木田利明会員宅と横山会員宅 

④ 退会について 

下村会員------病気療養につき。 

穂戸田会員---既に事業所、住居共につくば市に引っ越しされており、体調も思わしくないということ
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で退会願いがあり承認。 

⑤ 難病支援について 

ワンコインから５万円を支援 

※山本いくみ君 ２００万人に１人、日本では６０人。筋肉の中に骨ができ背中、手足が変形になる病

気。 

⑥ 一般財団法人 比国育英会バギオ基金の支援について 

例年通り支援金の拠出はしない。 

⑦ ライオンズクラブ青少年健全育成チャリティーゴルフ 2013 年 3月 7日（木）豊里ゴルフクラブ 

例年通り参加することを承認。2～3組 後日案内し参加者を募ります。 

 

前期総括 

皆様こんにちは。前期の総括ということですが緊張と少なからぬプレッシャーを

感じつつ、無我夢中の６ヶ月だったように思います。 

「もう半年が過ぎたのか」そして「まだ半年があるのか」というのが偽りのない心境

です。 

私も朝は早い方ですが青木会長は更にその上を行っています。4 時起床、朝シ

ャワー、５時出社という先手、先手の習慣でして早朝の時間帯に携帯電話の着

信は決まって青木会長でした。伝達事項、段取りにおいて忘れていることはある

だろうかと戸惑いもしたり、忘れ事も指摘されたりしましたが何とか会長の意図を汲んで半期を終えること

ができました。 

倉持プログラム委員長には毎週午前１０時からの例会運営の打ち合わせにご足労いただいております。

お疲れさまです。また公式訪問などのクラブ事業そして委員会事業にご協力いただきました各委員長さ

ん始め会員の皆様、そして並行して５０周年記念式典委員会スタッフの皆様に感謝申し上げます。 

年明けから交換学生プロジェクトや２月に IM、４月に地区大会そして５月に５０周年記念式典が控えてお

りますので健康というより胃腸に気を配り、緊張を絶やさずに笑顔で皆様と共に歩んでまいりたいと思いま

す。後期もどうぞ宜しくお願い申し上げます。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

時間が余っているようですので「クリスマスサンタクロース宅配便」という水海道ライオンズクラブの事業に

ついて触れてみたいと思います。「市内の幼稚園、保育所、保育園の子どもたちにぬいぐるみをプレゼン

トしたい」と過日、ライオンズクラブ会員が職場を訪問してくれました。新品やクリーニング済みのぬいぐる

みを会員がサンタクロースに扮して届けてくださるとのこと。明日は我が職場のクリスマス会です。当然、

園のサンタクロースもやってきますが同じ奉仕団体に所属する一員としてこのような善意に対して心から

感謝の気持ちでライオンサンタクロースも歓迎したいと思います。 

 

会 長 挨 拶  青木正弘会長 

ご挨拶申し上げます。 いよいよ今年も残り少なくなりました。皆様には年忘れ

の宴会が続きお疲れの方も多いかと存じますがご自分の体は自分で守るとい

うことでご自愛頂きますようお願い申し上げます。 

さて、今年の例会は今日で最後でございますので今年度前半を振り返ってみ

ますと、昨年１２月２１日に今年度の理事役員を発表し皆様方のご承認を頂き、

２月には地区ﾁｰﾑ研修セミナーへの参加、３月にはＰＥＴＳ、４月には委員長

会議と会長経験者の集い、地区協議会、５月クラブ協議会、未来の夢計画セ

ミナー、６月新旧委員長会議、ローターアクト地区大会出席と準備を進めあっと言う間に準備期間が終わ
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りました。７月新年度をスタートさせていただきました。年度が始まりますと各委員会の皆様が責任を以っ

てそれぞれの役割を計画に沿って進めて頂き、１０月にはガバナー公式訪問も終了し前半は大きな問題

もなく終われそうでございます。これも会員各位はもとより幹事、事務局のご協力の賜物と感謝申し上げま

す。しかし残念なのは、例会、公式訪問時のクラブ協議会等の出席が少なかった事でございます。 

後半にもロータリークラブの大事なイベントでもある地区大会とＩＭが有りますので、こちらの方には万難を

排して出席頂きますようスケジュールの調整をお願いいたします。 

さらに体調不良が原因とはいえ２名の退会者が出てしまい、しかも現在まで入会者が一人もいないという

結果でございます。５月の記念式典までには何が何でも新会員に入会いただき、純増何名と言う形で式

典に臨みたいと考えておりますので、会員各位にご協力いただき候補者を推薦いただけますようよろしく

お願い申しあげます。 

 

前期事業報告   

広報委員会  海老原良夫委員長 

今年度広報委員会は、中川会員・北村仁会員・染谷正昭会員と私、海老原の４

名で活動致しております。委員会事業計画に基づき、常総市役所・常総警察

署・茨城新聞社県南支局・水海道一高・水海道二高にクラブ週報を配布し、水

海道ロータリークラブの広報に努めました。 

 

 

 

会員選考委員会  松坂興一委員長 

今年度前期が終わるわけですが、残念ながら、委員会を開催することがありませ

んでした。不況が続く中、なかなか有望な人材の発掘は難しいわけですが、後

半期こそ委員会を開催出来ることを期待致しております。それには、会員各位の

推薦によるところでありますので、是非とも皆さんの活発な活動をお願い申し上

げます。 

 

 

クラブ管理運営委員会  鈴木 豊委員長 

７つの委員会が所属しており、前期は滞りなく事業が消化されました。感謝申し上

げます。 

 

 

 

 

 

出席委員会  北村陽太郎委員長 

当委員会は、本年度より例会時の弁当の手配を担当しました。これに前期は混

乱をしました。しかし、前回弁当の無駄なしを達成しました。これは、石井副委員

長の努力のたまものです。 

欠席の連絡が無い場合が、弁当の無駄に繋がります。会員の皆様にはご協力

を宜しくお願い申し上げます。 

後期は、会員の「例会の出席」をお願いします。 
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親睦活動委員会  五木田益城委員長 

例会において、お客様の紹介、会員・ご夫人の誕生日祝いの披露、納涼会には

５０名の参加、先日の忘年会には５０名を超す参加。ご協力ありがとうございまし

た。 

後期には、新年会・観劇会等と企画しておりますので、宜しくお願い致します。 

 

 

 

ＳＡＡ委員会  五木田裕一委員長 

① ロータリークラブとしの品位を保持し、秩序を感じた例会運営に心がけてい

ます。 

② 例会開始前及び昼食時に音楽を流し、雰囲気の醸成に心がけています。 

③ ワンコインの徹底 

④ 毎月第一例会時に、委員会毎に着席することとし、後期も行いたいと考えて

おります。 

⑤ ニコニコボックスは皆様のご協力により目標額の約半分に達しております。

後期も宜しくお願い申し上げます。 

 

会報委員会  松崎隆詞委員長 

当委員会は、例会記録保存、プログラムを予告し、出席率向上、興味ある紙面

工夫をもとに行動しております。毎週、各会員より写真提供ご協力感謝申し上げ

ます。下期も宜しくお願いします。 

 

 

 

 

社会奉仕委員会  山牟田 博副委員長 

１. グランドゴルフ大会（常総地区・つくばみらい地区）協賛 

２. 赤い羽根募金協力（常総市・つくばみらい市） 

３. 文化祭バザーに協力 

ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

国際奉仕委員会  登坂 寛委員長 

短期交換学生派遣事業につきましては、８月４日から１４日までの期間で、４名

（男子１名女子３名）の学生をツゥンバロータリークラブに派遣しました。 

１月にはツゥンバロータリークラブより３名の学生の受け入れが決定しておりま

す。 

地区国際奉仕委員会のこのゆびとまれ国際奉仕への資金協力をいたしました。 
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新世代奉仕委員会  北村英明委員長 

９月・・２回にわたり新世代月間の卓話をしました。 

１０月６日・７日 ライラセミナーに参加（会員３名、一般７名） 

１月のツウンバからの受入に協力したいと思います。 

 

 

 

 

 

ロータリー財団  福田克比古委員長 

１１月の月間に龍ヶ崎中央ロータリークラブの横山さんに「未来の夢計画」の卓

話を頂きました。 

また、５６名の方にポリオプラス寄付等、２名の方にベネファクターのご協力を頂

きました。ありがとうございしまた。 

 

 

 

職業奉仕委員会  武藤康之委員長 

職業奉仕委員会は、ロータリークラブ活動を通じて職業倫理の確立と職業奉仕の心構えを広くクラブメン

バーに啓蒙を図りました。以下に事業活動の報告をいたします。  

・第二例会時に『４つのテスト』の斉唱を行いました。  

・例会時『ロータリアンの職業宣言』をテーブルにセットしました。  

・１２月５日に職場見学として常総市議会を傍聴しました。 参加者３８名 

 

プログラム委員会  倉持功典委員長 

青木・石塚年度も半分が過ぎました。プログラム委員会としましては、例会運営に四苦八苦しながらなん

とかやってきたという感じがしております。 

楽しい例会を心がけて、4名の会員と 10 名の方に外部卓話をお願いしました。 

後半は、会員の皆様方の卓話を中心に企画して行こうと考えておりますので、ご協力をよろしくお願いい

たします。 

反省点としては、時間配分が非常に難しく、会長挨拶の時間を十分に確保することができませんでした。 

後半は、１時間の例会時間を有効に使い、スムーズな例会運営を心がけてまいります。よろしくお願いい

たします。 

 

米山記念奨学会  亀崎徳彦委員長 

今年度も前年度に引き続きカウンセラー青木清人会員のもと、米山奨学生の全 志英さんを支援して参

りました。全 志英さんには、例会で釜山・慶州の旅の卓話を頂いたり、例会終了後に韓国語講座を開催

して頂き感謝申し上げます。 

活動内容としては、 

１. １０月の米山月間に特別寄付として、会員の皆様から２万円のご寄付を頂戴致しました。 

２. 特別寄付に関して、税制上の優遇措置の観点から法人寄付か個人寄付かの確認を致しました。 

３. 米山奨学会に対して皆様からの貴重なご意見を拝聴し、米山に対して申し伝えるためのアンケート

を実施致しました。 
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後期も引き続き米山記念奨学事業（日本ロータリーに最もふさわしい国際奉仕事業）と高く評価されてい

ることに誇りを持って活動したいと考えております。 

会員の皆様には、米山記念奨学会に対してご理解ごきょうりょくに感謝申し上げ、引き続きご支援賜りたく

お願い申し上げ、前期の事業報告とさせて頂きます。 

 

出 席 報 告 （北村陽太郎委員長） 

会員総数 出席者数 欠席者数 賜暇 メーク 出 席 率 

５７名 ３５名 ２２名 ０名 ２２名 １００．００％ 

ニコニコボックス （五木田裕一委員長）            入金計 ￥71,000   累計￥1,093,000  

誕生祝御礼≪ご夫人≫五木田（利）・斎藤  各会員 

今年もお世話になりました。来年も宜しくお願いします。良いお年をお迎え下さい。 青木（正）会員 

前期大変お世話になりました。年明けも引き続き宜しくお願い致します。  石塚（克）会員 

１２月２日は娘・妻ともどもお世話になりました。  五木田（利）会員 

鈴木豊会員に褒められました。  隅屋会員 

会長・幹事様、半期ご苦労様でした。  青木（清）会員 

元気で年を迎えて下さい。  瀬戸会員 

今年もお世話になりました。  松坂会員 

一年間お疲れ様でした。良い年をお迎え下さいませ。  北村（英）会員 

今年一年会報委員会ともどもお世話になりました。  松崎会員 

一年間お世話になりました。  島田・大串  各会員 

今年も一年お世話になりました。来年も宜しくお願いします。  五木田（益）会員 和久事務局 

来年も宜しくお願いします。  染谷（秀）会員 

２０１２年、大変お世話になりました。２０１３年も宜しくお願い致します。  石井会員 

今年もお世話になりました。皆さんのおかげで楽しく過ごせました。  荒井会員 

今年もお世話になりました。  山崎・小島  各会員 

一年間大変お世話になりました。来年も宜しくお願いします。  五木田（裕）会員 

隅屋会員に褒められました。  鈴木（豊）会員 

早退します。  白井会員 

例会欠席しました。  草間・二本松  各会員 

 

会報委員会  松崎隆詞委員長  五木田利明副委員長  高須 薫委員 
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私は日本人ビジネスマンであり、ほぼ毎日、背広を着用します。そして襟には必ずロータリーの徽章を

着けています。それは、ロータリアンであることに誇りを感じているからです。ロータリーの徽章を着けて

いれば、どこへ行っても、誰が見ても、私がロータリアンであることは一目瞭然です。それを目にした人

がロータリアンであれば、私が友人だとわかるでしょう。徽章は、ロータリアン以外の人の目にも留まりま

す。それらの人たちみんなに、この徽章の意味を理解してほしいと思っています。 

ロータリアンの自覚を促すロータリーの徽章 

 そんなわけで、私は皆さんがロータリーの徽章を着け、その意味の認識を広めてくださるようにお願い

しています。徽章を着ければ心構えが変わる、と私は信じています。言葉を選び、行動に気を配るように

なるでしょう。そして何よりも、世の中のためのロータリアンであるという自覚を持つようになるでしょう。 

 私たちは常に、ロータリーについて人々に伝える用意をしておくべきです。誰かにロータリーの徽章の

ことを尋ねられたら、すぐに答えられるようにしておきましょう。ロータリーとは何ですか？ ロータリーは

何をする団体ですか？ このような質問に対して、私たち一人ひとりが明確に答えられる心構えをしてお

くことが大切です。 

 会員を増やしたい、という理由だけでは、会員候補者のところへ行って、入会するよう頼むわけにはい

きません。私たちはその人に、ロータリーが本当に素晴らしい団体であり、ロータリークラブに入ることで

より幸せになれることを伝えなければなりません。 

自分がロータリーから受けた恩恵を伝えるために 

 ロータリーに入会するよう人に勧めることは、その人のためになることでもあります。私たちは皆、ロー

タリーへの入会を勧めてくれた人に感謝していると思います。私自身も、ロータリーのおかげで、人生が

より幸せで、実り多いものとなりました。八潮ロータリークラブに入会した日が、人生においてそれまでと

は異なった方向に歩む第一歩となった日であることは間違いありません。その日から私は、人とのつな

がりがさらに広がり、より満足が得られ、充足感と平和に対するより深い意識を求めるようになったので

す。 

 私はいつも、この気持ちをぜひほかの人たちに伝えたいと思っています。新会員を連れてくるのもその

方法の一つです。ただしそれは、ロータリーとその活動の認識を高めることで、また、ロータリーの公共

イメージに焦点を当て、日々、ロータリーの徽章を着用することでも、実践されなければならないと思い

ます。 

SAKUJI TANAKA 

PRESIDENT, ROTARY INTERNATIONAL 

 

 


